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第 1 章

このリリースについて

•はじめに（1ページ）
•サポートされるバージョン（1ページ）
•ドキュメンテーションガイド（2ページ）
• Cisco Prime License Manager（3ページ）
• 11.5(1)SU9、SU10および SU11の注意事項（4ページ）

はじめに
これらのリリースでは、CiscoUnifiedCommunicationsManager（UnifiedCommunicationsManager）
および Cisco Unified Communications Manager IM and Presence Service（IM and Presence Service）
の新機能、制限事項、および注意事項について説明します。このリリースノートは、メンテナ

ンスリリースごとに毎回更新されていますが、パッチまたはホットフィックス向けには更新さ

れていません。

サポートされるバージョン
次の表に、リリース 11.5(1)SU9、SU10、および SU11でサポートされているバージョンを示し
ます。

完全バージョン番号リリース

• Unified Communications Manager
11.5.1.21900-40

• IM and Presence Service 11.5.1.21900-5

リリース 11.5(1)SU9

• Unified Communications Manager
11.5.1.22900-28

• IM and Presence Service 11.5.1.22900-6

リリース 11.5(1)SU10

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 11.5(1)SU9～ SU11のリリースノート
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完全バージョン番号リリース

• Unified Communications Manager
11.5.1.23900-30

• IM and Presence Service 11.5.1.23900-3

リリース 11.5(1)SU11

ドキュメンテーションガイド

ドキュメンテーションガイド

リリース 11.5(1)SU9、SU10、および SU11で使用可能なマニュアルの完全なリストについて
は、『Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Service、リリース 11.5(1)
のドキュメンテーションガイド』を参照してください。

11.5(1)SU9、SU10、および SU11の新規および更新されたドキュメントの概要

これらのリリースノートに加えて、リリース 11.5(1)SU9、SU10、および SU11について、次の
ドキュメントが更新または新規発行されました。

説明マニュアル

SU Readmeファイルには、リリース 11.5(1)SU9、SU10、およ
び SU11の一部である更新および解決済みの警告に関する情
報が含まれています。

• CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 11.5(1)SU9
の ReadMe

• CiscoUnified IM and Presence、リリース 11.5(1)SU9のRead
Me

• CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 11.5(1)SU10
の ReadMe

• Cisco Unified IM and Presence、リリース 11.5(1)SU10の
Read Me

• CiscoUnified CommunicationsManagerリリース 11.5(1)SU11
の ReadMe

• Cisco Unified IM and Presence、リリース 11.5(1)SU11の
Read Me

SU Readmeファイル

11.5(1)SU5の 11.5(1)SU5互換性マトリックスは更新され、
11.5(1)SU9、SU10、および SU11の追加情報が含まれるよう
に再タイトルが付けられます。

互換性マトリクス
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ドキュメンテーションガイド

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/docguide/11_5_1/cucm_b_documentation-guide-cucm-imp-1151.html
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https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/sustaining/cucm_b_readme-1151su11.html
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説明マニュアル

この新しいバージョンには、CiscoUnifiedReal-TimeMonitoring
ToolのWindows 2019のサポートが含まれています。

『Cisco Unified Real-Time
Monitoring Tool Administration
Guide』

このバージョンには、IVRおよび電話サービス機能を使用し
たネイティブ電話の移行の更新が含まれています。また、

「ManagerAssistant」の章では、Oracle JavaRuntimeEnvironment
(JRE)が Cisco Unified Communications Manager Assistantプラグ
インに含まれなくなったという情報を含む更新が追加されて

います。

機能設定ガイド

本書には、展開のセキュリティに関する決定を行うのに役立

つ暗号ネゴシエーションなどの情報カテゴリに関する拡張情

報が含まれています。

セキュリティガイド

アップグレード中の夏時間と SpectreとMeltdownの脆弱性を
含むリリース 11.5(1)SU10の更新が含まれています。

アップグレードおよび移行ガ

イド

このガイドを使用して、設定済みの Cisco Unified
CommunicationsManagerシステムで管理タスクを完了します。

アドミニストレーションガイ

ド

このガイドを使用して、Ciscoのコラボレーションアプリケー
ションの定義されたセット全体で SAMLベースの SSOソ
リューションを設定して有効にするために必要な重要な概念、

用語、および高レベルの情報を学習します

SAML SSO導入ガイド

Cisco Prime License Manager
Cisco Unified Communications Managerリリース 11.5(1)SU3、SU4、SU5、SU6、SU7、SU8、
SU9、SU10、および SU11は、Cisco Prime License Managerリリース 11.5(1)SU2以降と互換性
があります。スタンドアロンの Cisco PRIMEライセンスマネージャを導入する場合は、お使
いの PRIMEライセンスマネージャのバージョンが最低でも 11.5（1）SU2であることを確認
してください。それ以外の場合、UnifiedCommunicationsManagerは、スタンドアロンのプライ
ムライセンスマネージャとライセンスの使用状況を同期できません。

これらのUnifiedCommunicationsManagerリリースのいずれかをアップグレードし、PrimeLicense
Managerのスタンドアロンバージョンを実行している場合は、Unified CommunicationsManager
をアップグレードする前に、Prime License Managerインスタンスを 11.5(1)SU2以降にアップグ
レードしてください。

共存可能な PRIMEライセンスマネージャを導入すると、CiscoUnified CommunicationsManager
と Cisco PRIMEライセンスマネージャは自動的に互換します。

（注）
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/11_5_1_SU10/cucm_b_administration-guide-1151su10.html
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11.5(1)SU9、SU10および SU11の注意事項

11.5(1)SU9に関する警告

未解決の警告と解決済みの警告のリストについては、それぞれの Readmeファイルを参照して
ください。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 11.5(1)SU9の ReadMe

• Cisco Unified IM and Presence、リリース 11.5(1)SU9の Read Me

11.5(1)SU10に関する警告

未解決の警告と解決済みの警告のリストについては、それぞれの Readmeファイルを参照して
ください。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 11.5(1)SU10の ReadMe

• Cisco Unified IM and Presence、リリース 11.5(1)SU10の Read Me

11.5(1)SU11に関する警告

未解決の警告と解決済みの警告のリストについては、それぞれの Readmeファイルを参照して
ください。

• Cisco Unified Communications Managerリリース 11.5(1)SU11の ReadMe

• Cisco Unified IM and Presence、リリース 11.5(1)SU11の Read Me

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 11.5(1)SU9～ SU11のリリースノート
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第 2 章

アップグレード

•アップグレード手順（5ページ）
•サポートされているアップグレードおよび移行パス（5ページ）
•要件および制約事項（10ページ）

アップグレード手順

アップグレード前のバージョンが Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence
Serviceのリリース 11.5(1)SU9の場合、リリース 12.0(x)、12.5(1)、または 12.5(1)SU1にアップ
グレードすることはできません。アップグレードできる最小リリースは 12.5（1） SU2です。

（注）

システムのアップグレード方法の詳細な手順については、『Upgrade and Migration Guide for
Cisco Unified Communications Manager and IM and Presence Service, Release 11.5(1)』を参照して
ください。

サポートされているアップグレードおよび移行パス
次の表を使用して、現在インストールされているバージョンからアップグレードまたは移行が

できるかどうかおよびサポートされているアップグレード方法のどれを使用できるかを決定し

ます。

• Cisco Unified CM OSの管理インターフェイスまたは Cisco Prime Collaboration Deployment
（PCD）アップグレードタスクを使用した直接アップグレード

• PCDの移行タスクを使用した移行

Ciscoメディアコンバージェンスサーバハードウェアでの展開
サーバハードウェアで Cisco Unified Communications Managerと IM and Presence Service を直接
インストールまたは実行することはできません。これらのアプリケーションは仮想マシンで実

Cisco Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceリリース 11.5(1)SU9～ SU11のリリースノート
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行する必要があります。次の表は、Cisco 7800シリーズメディアコンバージェンスサーバー
(MCS 7800)ハードウェア上で現在実行中の導入でサポートされている移行パスを示していま
す。以下のサポートされている移行パスは、すべて物理/仮想（P2V）の移行です。

次の表は、以下の例外を除く、MCS 7800シリーズサーバでサポートされているアップグレー
ドパスを示しています。

• MCS 7816-C1 for Business Edition 3000（BE3000）

• MCS 7828 for Business Edition 5000（BE5000）

PCDの移行は、BE3000および BE5000の導入ではサポートされません。これらの製品のアッ
プグレードには新規インストールをお勧めします。

（注）

表 1 : Unified Communications Manager MCS 7800シリーズハードウェアにインストールされたリリース

サポートされている方法送信先送信元

PCDの移行11.5(x)6.1(5)

PCDの移行11.5(x)7.1(3)および 7.1(5)

PCDの移行11.5(x)8.x

PCDの移行11.5(x)9.x

表 2 : MCS 7800シリーズハードウェアにインストールされた Cisco Unified Presenceおよび IM and Presenceリリース

サポートされている方法送信先送信元

PCDの移行11.5(x)CUP 8.5(4)

PCDの移行11.5(x)CUP 8.6(3)、8.6(4)および
8.6(5)

PCDの移行11.5(x)IM and Presence 9.x

仮想マシンでの展開

次の表は、現在仮想マシン上で実行中の Cisco Unified Communications Managerおよび IM and
Presence Service 展開でサポートされているアップグレードおよび移行パスを示しています。
以下のサポートされるアップグレードおよび移行パスは、すべてバーチャル-バーチャル（V2V）
です。特に明記されていない限り、各パス内のサービスアップデート (SU)はサポートされて
います。
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表 3 : Unified Communications Manager仮想マシンにインストールされているリリース

サポートされている方法送信先送信元

Cisco Unified OSの管理（直接更新）

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接更新）

11.5(x)8.6(x)

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接更新）

11.5(x)9.0(x)

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接更新）

Cisco Unified OSの管理（直接更新）

11.5(x)9.1(x)

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接標準）

11.5(x)10.0(x)

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接標準）

Cisco Unified OSの管理（直接標準）

11.5(x)10.5(x)

Cisco Unified OSの管理（直接標準）

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接標準）

11.5(x)11.0(1)

Cisco Unified OSの管理（直接標準）

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接標準）

11.5(y)11.5(x)

表 4 :仮想マシンにインストールされている Cisco Unified Presenceおよび IM and Presenceのリリース

サポートされている方法送信先送信元

PCDの移行11.5(x)CUP 8.5(4)

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接更新）

11.5(x)CUP 8.6(3)、8.6(4)および
8.6(5)

Cisco Unified OSの管理（直接更新）11.5(x)CUP 8.6(x)

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接更新）

11.5(x)IM and Presence 9.0(x)
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サポートされている方法送信先送信元

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接更新）

Cisco Unified OSの管理（直接更新）

11.5(x)IM and Presence 9.1(x)

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接標準）

PCDのアップグレード（直接標準）

11.5(x)IM and Presence 10.0(x)

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接標準）

Cisco Unified OSの管理（直接標準）

11.5(x)IM and Presence 10.5(x)

Cisco Unified OSの管理（直接標準）

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接標準）

11.5(x)IM and Presence 11.0(1)

Cisco Unified OSの管理（直接標準）

PCDの移行

PCDのアップグレード（直接標準）

11.5(y)IM and Presence 11.5(x)

リリース 11.5(x)へのアップグレードパスの制限
通常、アップグレードパスと移行パスは、各パス内のサービスアップデート (SU)をサポート
します。ただし、特定のSUリリースにはいくつかの例外があります。次の表に、CiscoUnified
Communications Managerリリース 11.5(x)へのアップグレードおよび移行の例外を示します。

表 5 :サポートされているアップグレードおよび移行パスの制限、Cisco Unified Communications Managerリリース 11.5(x)

説明送信先送信元

パスはサポートされていませ

ん。これらのリリースでは、

代わりに 11.5(1)SU2にアップ
グレードします。

11.5 (1.10000-6) ~ 11.5 (1.120 xx)10.5(2)SU5

リリース 11.5へのアップグレードに必要な COPファイル
次の表は、COPファイルが必要なアップグレードパスを示しています。Cisco Unified OS管理
インターフェイスを使用してアップグレードを開始する前、またはPrimeCollaborationDeployment
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（PCD）ツールを使用してアップグレードまたは移行を開始する前に、各ノードに COPファ
イルをインストールする必要があります。PCDを使用している場合は、アップグレードを開始
する前に COPファイルの一括インストールを実行できます。

表 6 : Cisco Unified Communications Managerリリース 11.5(x)へのアップグレードおよび移行に必要な COPファイル

アップグレードタイプ送信先送信元

更新アップグレード。必須 COPファイル：

• ciscocm.version3-keys.cop.sgn

オプションの COPファイル：

• ciscocm.vmware-disk-size-reallocation-<latest_version>.cop.sgn

• ciscocm.free_common_space_v<latest_version>.cop.sgn

11.5(x)8.6(x)

更新アップグレード。必須 COPファイル：

• ciscocm.version3-keys.cop.sgn

オプションの COPファイル：

• ciscocm.vmware-disk-size-reallocation-<latest_version>.cop.sgn

• ciscocm.free_common_space_v<latest_version>.cop.sgn

11.5(x)9.1(x)

標準アップグレード：COPファイルは不要。11.5(x)10.5(x)

標準アップグレード：COPファイルは不要。11.5(x)11.0(x)

標準アップグレード：COPファイルは不要。11.5 ((y)11.5(x)

表 7 : Cisco Unified Presenceリリースからの更新アップグレードに必要な COPファイル

アップグレードタイプアップグレード先

の IM and
Presence Release

元の Cisco Unified
Presenceリリース

更新アップグレード。以下の COPファイルが必要：

• cisco.com.cup.refresh_upgrade_v<latest_version>.cop

• ciscocm.version3-keys.cop.sgn

11.5(x)8.5(4)～ 8.6(1)
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表 8 : IMおよびプレゼンスサービスリリースからの更新アップグレードに必要な COPファイル

アップグレードタイプアップグレード先

の IM and
Presence Release

元の IM and
Presenceリリース

更新アップグレード。以下の COPファイルが必要：

• ciscocm.version3-keys.cop.sgn

11.5(x)9.1(x)

標準アップグレード：COPファイルは不要。11.5(x)10.5(x)

標準アップグレード：COPファイルは不要。11.5(x)11.0(x)

標準アップグレード：COPファイルは不要。11.5(y)11.5(x)

要件および制約事項
ここでは、システムをアップグレードする際に考慮する必要がある要件と制限事項について説

明します。

スタンドアロン Primeライセンスマネージャでのアップグレード要件
Cisco Unified Communications Managerリリース 11.5(1)SU3、SU4、SU5、SU6、SU7、SU8、
SU9、SU10、および SU11は、Cisco Prime License Managerリリース 11.5(1)SU2以降と互換性
があります。スタンドアロンの Cisco PRIMEライセンスマネージャを導入する場合は、お使
いの PRIMEライセンスマネージャのバージョンが最低でも 11.5（1）SU2であることを確認
してください。それ以外の場合、UnifiedCommunicationsManagerは、スタンドアロンのプライ
ムライセンスマネージャとライセンスの使用状況を同期できません。

これらのUnifiedCommunicationsManagerリリースのいずれかをアップグレードし、PrimeLicense
Managerのスタンドアロンバージョンを実行している場合は、Unified CommunicationsManager
をアップグレードする前に、Prime License Managerインスタンスを 11.5(1)SU2以降にアップグ
レードしてください。

共存可能な PRIMEライセンスマネージャを導入すると、CiscoUnified CommunicationsManager
と Cisco PRIMEライセンスマネージャは自動的に互換します。

（注）

Cisco Jabberのユーザはアップグレード時はログアウトする
IMandPresence Serviceをアップグレードする場合は、アップグレード中にすべてのCisco Jabber
ユーザがログアウトするようにすることをお勧めします。Cisco Jabberユーザアクティビティ
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が多いほど、プレゼンスステータスの同期エラーなどの管理者の介入が必要なエラーが発生す

る可能性が高くなります。

CLIによって開始される IM and Presenceのアップグレードに必要なOS
管理者アカウント

utils system upgrade CLIコマンドを使用して、IM and Presence Serviceノードをアップグレード
する場合は、管理者権限を持つユーザではなく、デフォルト OS管理者アカウントを使用する
必要があります。デフォルト OS管理者アカウントを使用しないと、必須のサービスをインス
トールするためにアップグレードに必要な特権レベルがなくなり、アップグレードが失敗する

可能性があります。show myself CLIコマンドを実行すると、アカウントの特権レベルを確認
できます。アカウントには特権レベル 4が必要です。

この制限は、IM and Presence Serviceの CLIによって開始されるアップグレードにのみ適用さ
れ、UnifiedCommunicationsManagerには適用されないことに注意してください。また、この制
限は、新しい ISOファイルでは修正される可能性があることに注意してください。特定の ISO
ファイルの詳細については、ISO Readmeファイルを参照してください。この制限に関する最
新情報については、CSCvb14399を参照してください。

以前のバージョンへのロールバック

アップグレードの問題が発生し、以前のバージョンにロールバックする必要がある場合は、

Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceの両方のインストールを以前の
バージョンにロールバックする必要があります。そうしないと、サポートされていないバー

ジョンの不一致が生じます。

Unified Communications Managerバージョンのロールバックと、IM and Presence Serviceのバー
ジョンを 11.5(1)SU2のままにすることはサポートされていません。同様に、IM and Presence
Serviceのバージョンをロールバックして、Unified Communications Managerのバージョンを
11.5(1)SU2のままにすることはサポートされていません。

FIPS Modeを有効にした状態でのアップグレード
リリース 11.5(x)では、Unified Communications Managerおよび IM and Presence Serviceは、FIPS
モードが有効になっている場合、2048ビット未満のキーサイズの RSA証明書をサポートして
いません。これは、サーバ証明書と LSCsに影響します。

FIPSモードが有効になっているリリース 11.5 (x)にアップグレードしており、現在のバージョ
ンで2048ビット未満の RSAキーサイズを使用している場合は、次のいずれかの項目を実行し
て問題を解決できます。

次のいずれかの操作を実行できます。

•現在のバージョンが 2048ビットのキーサイズをサポートしている場合は、アップグレー
ドする前に影響を受ける証明書を再生成します。または、

•リリース 11.5(x)にアップグレードした後、影響を受ける証明書を再生成します。
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このオプションを選択すると、セキュアな接続では、RSAキーサ
イズが 2048ビット以上になるまで、影響を受ける証明書の使用
は許可されません。

（注）

混合モードでのアップグレードには暗号化ライセンスが必要

このリリースでは、混合モードで Unified Communications Managerを実行するためには暗号化
ライセンスをインストールする必要があります。Unified Communications Managerの以前のリ
リースからアップグレードする場合、クラスタセキュリティが混合モードに設定されている場

合は、暗号化ライセンスを取得して Cisco Primeライセンスマネージャにインストールする必
要があります。

混合モードを有効にして旧リリースからアップグレードしているものの、暗号化ライセンスを

インストールしていない場合は、アップグレードの直後に、ユーザーインターフェイスに暗号

化ライセンスについての警告メッセージが表示されます。また、

CiscoSystemEncryptionNotAllowedアラートが表示されます。混合モードで引き続きシステム
は稼働しますが、CTLファイルをアップデートすることはできず、暗号化ライセンスをインス
トールするか、クラスタのセキュリティ設定を非セキュアモードに戻すまで警告が表示され続

けます。可能な限り早い段階で暗号化ライセンスをインストールすることにより、中断なく混

在モードで実行し続けることができるようにすることをお勧めします。

アップグレード時に混合モードで実行していなかった場合は、暗号化ライセンスを Unified
CommunicationsManagerに適用して同期が完了するまで、クラスタを混合モードにすることは
できません。

ライセンスファイルの発注とインストール

次の表では、暗号化ライセンスを使用してシステムを更新する方法について説明します。
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表 9 :暗号化ライセンスを使用したシステムの更新

説明タスク手順

https://tools.cisco.com/gct/Upgrade/jsp/
index.jspの製品アップグレードツールを
使用して暗号化ライセンスを注文する

には、CUCM-PLM-ENC-K9=part number
を使用します。

ライセンスの発注方法については、

『Cisco Unified Communications Solutions
Ordering Guide』を参照してください。

展開で Cisco PRIMEライセ
ンスマネージャの複数のイ

ンスタンスを使用している

場合は、PRIMEライセンス
マネージャインスタンスご

とに個別の暗号化ライセン

スを注文する必要がありま

す。

（注）

ENCPAKライセンスファイルを取得す
る。

ステップ 1

『Cisco Prime License Managerユーザー
ガイド、リリース 11.5 (1) SU2』の「既
存のライセンスのアップグレード」の

手順に従います。

Cisco Primeライセンスマネージャに暗
号化ライセンスファイルをインストー

ルします。

ステップ 2

Cisco Primeライセンスマネージャで、
[製品インスタンス(Product Instances)]
タブを選択し、[ライセンスの同期
(Synchronize licenses)]をクリックしま
す。

詳細は、Cisco Primeライセンスマネー

ジャユーザガイド、リリース

11.5(1)SU2を参照します。

ライセンスの同期ステップ 3

Microsoft SQL Serverを使用したアップグレードに必要なデータベース
移行

Microsoft SQLServerを IMandPresenceServiceの外部データベースとして展開していて、11.5(1)、
11.5(1)SU1、または 11.5(1)SU2からアップグレードする場合は、新しい SQL Serverデータベー
スを作成し、その新しいデータベースに移行する必要があります。この作業は、このリリース

で強化されたデータタイプのサポートのために必要です。データベースを移行しないと、既存
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のSQLServerデータベースでスキーマの検証に失敗し、持続チャットなどの外部データベース
に依存するサービスが開始されません。

IM and Presenceサービスをアップグレードした後、この手順を使用して、新しい SQL Server
データベースを作成し、新しいデータベースにデータを移行します。

この移行は、Oracleまたは PostgreSQLの外部データベースでは必要ありません。（注）

はじめる前に

データベースの移行は、MSSQL_migrate_script.sqlスクリプトに依存します。コピーを
入手するには、Cisco TACにお問い合わせください。

表 10 :

タスク手順

外部Microsoft SQL Serverデータベースのスナップショットを作成します。ステップ 1

新しい（空の）SQL Serverデータベースを作成します。詳細については、
『Database Setup Guide for the IM and Presence Service』の次の章を参照してく
ださい。

1. 「Microsoft SQL Installation and Setup」：アップグレードされた IMと
Presenceサービスで新しい SQL Serverデータベースを作成する方法の詳
細については、この章を参照してください。

2. 「IM and Presence Service External Database Setup」：新しいデータベース
を作成した後、この章を参照して、IMandPresenceサービスにデータベー
スを外部データベースとして追加します。

ステップ 2

システムトラブルシュータを実行して、新しいデータベースにエラーがない

ことを確認します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベーストラブルシュータ（External Database Troubleshooter）]
セクションにエラーが表示されていないことを確認します。

ステップ 3
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タスク手順

すべての IM and Presenceサービスのクラスタノード上で Cisco XCPルータを
再起動します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-ネットワークサービス（Control Center - Network Services）]を選択しま
す。

2. [サーバ（Server）]メニューから、IM and Presenceサービスノードを選択
し、[移動（Go）]をクリックします。

3. IM and Presence Servicesの下で、Cisco XCP Routerを選択して、再起動を
クリックします。

ステップ 4

外部データベースに依存するサービスをオフにします。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ（Server）]メニューから、IMandPresenceノードを選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

3. [IMおよびプレゼンスサービス IM and Presence Services）]の下で、次の
サービスを選択します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCP File Transfer Manager

Cisco XCP Message Archiver

4. [停止（Stop）]をクリックします。

ステップ 5

次のスクリプトを実行して、古いデータベースから新しいデータベースにデー

タを移行します。MSSQL_migrate_script.sql

このスクリプトのコピーを入手するには、Cisco TACにお問い合
わせください。

（注）

ステップ 6

システムトラブルシュータを実行して、新しいデータベースにエラーがない

ことを確認します。

1. Cisco Unified CM IM and Presence Administrationから、[診断
（Diagnostics）] > [システムトラブルシュータ（System Troubleshooter）]
を選択します。

2. [外部データベーストラブルシュータ（External Database Troubleshooter）]
セクションにエラーが表示されていないことを確認します。

ステップ 7
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タスク手順

以前に停止したサービスを開始します。

1. [Cisco Unified IM and Presenceのサービスアビリティ（Cisco Unified IM and
Presence Serviceability）]から、[ツール（Tools）]> [コントロールセンター
-機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択します。

2. [サーバ（Server）]メニューから、IMandPresenceノードを選択し、[移動
（Go）]をクリックします。

3. [IMおよびプレゼンスサービス（IM and Presence Services）]の下で、次
のサービスを選択します。

Cisco XCP Text Conference Manager

Cisco XCP File Transfer Manager

Cisco XCP Message Archiver

4. [開始（Start）]をクリックします。

ステップ 8

外部データベースが稼働していることと、すべてのチャットルームが Cisco
Jabberクライアントから認識可能であることを確認します。新しいデータベー
スが動作していることが確かな場合にのみ、古いデータベースを削除してく

ださい。

ステップ 9

プッシュ通知が有効な 11.5(1)SU2からのアップグレード
11.5(1)SU2リリースからアップグレードしていて、旧リリースでプッシュ通知が有効になって
いた場合は、現在のリリースでプッシュ通知を無効にしてから、オンボーディングプロセスに

従ってプッシュ通知を再度有効にする必要があります。この作業は、11.5(1)SU2リリースの一
部ではなかった、このリリースでのAPI変更のために必要です。プッシュ通知を無効にしてか
ら、このリリースのオンボーディングプロセスに従わないと、アップグレードしたシステムは

トラブルシューティングログをシスコクラウドに送信できません。

システムをアップグレードした後、次の操作を行います。

手順

ステップ 1 プッシュ通知を無効化する

次の手順に従ってください。

1. [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [高
度な機能（Advanced Features）] > [Cisco Cloudオンボーディング（Cisco Cloud
Onboarding）]。

2. 次のチェックボックスをオフにします。
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•プッシュ通知を有効化する

•シスコクラウドにトラブルシューティング情報を送信する（Send Troubleshooting
information to the Cisco Cloud）

•トラブルシューティングのために暗号化された PIIをシスコクラウドに送信する

3. [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 2 このリリースのプッシュ通知を有効にする。

完全オンボーディングプロセスについては、『Deploying Push Notifications for Cisco Jabber on
iPhone and iPad』の「Push Notifications Configuration Task Flow」を参照してください。
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第 3 章

新機能および変更された機能

•全国自殺防止ライフラインへの緊急コール（19ページ）
• JTAPIプラグインのサポート（19ページ）
• Manager Assistantからの Oracle JREの削除（20ページ）
• UDSパフォーマンスの向上（20ページ）
• RTMTのWindows 2019サポート（20ページ）
• Expresswayによる IM and Presenceストリーム機能/サービスアドバタイズメントの改善
（20ページ）

全国自殺防止ライフラインへの緊急コール
Unified Communications Managerは、「988」コールのダイヤルをサポートします。これは、全
国自殺防止ライフラインセンターにルーティングされる3桁のダイヤルコードです。すべての
通信キャリアおよび相互接続された Voice over Internet Protocol（VoIP）サービスプロバイダー
は、自殺防止およびメンタルヘルス危機の担当者と接続するためにこのサービスを提供しま

す。これは 2022年 7月 22日から発効する FCCによる自殺防止ホットラインの 3桁のダイヤ
ルコード対応義務化に対応するものです。

詳細については、https://www.fcc.gov/suicide-prevention-hotlineを参照してください。

JTAPIプラグインのサポート
Cisco JTAPIプラグインは、リリース 11.5(1)SU9以降、インストーラなしのアプローチに従い
ます。Cisco Unified CM Administrationインターフェイスにある zipファイル
（CiscoJTAPIWindows.zipまたは CiscoJTAPILinux.zip）をダウンロードするには、対応する
Cisco JTAPI Client for Linux（32ビットおよび 64ビット）または Cisco JTAPI Client for Windows
（32ビットおよび 64ビット）リンクをクリックします。

詳細については、『CiscoUnified JTAPIDevelopersGuide for CiscoUnified CommunicationsManager,
Release 11.5(1)』の「インストール手順」の章を参照してください。
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Manager Assistantからの Oracle JREの削除
Oracle Java Runtime Environment（JRE）は、Cisco Unified Communications Manager Assistantプラ
グインに含まれなくなりました。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerAssistantクライアントを新しいバージョンにアップグレー
ドする前に、次の手順を実行します。

•マシンに現在インストールされている Cisco Unified Communications Manager Assistantクラ
イアントをアンインストールします。

• 32ビットまたは 64ビットのWindowsプラットフォームに JREをインストールします。

詳細については、『Cisco Unified Communications Manager機能設定ガイド』を参照してくださ
い。

UDSパフォーマンスの向上
電子メールによる UDS一括検索により、Cisco Jabberは、電子メール属性を使用してリクエス
トをバッチで送信し、UDSと Cisco Tomcatサービスによる CPU使用率の上昇を防ぎます。

RTMTのWindows 2019サポート
Windows 2019オペレーティングシステムを実行しているコンピュータにCiscoUnifiedReal-Time
Monitoring Toolをインストールして、Unified Communications Managerをモニタまたはトラブル
シューティングできます。

Expresswayによる IM and Presenceストリーム機能/サー
ビスアドバタイズメントの改善

IM and Presence Serviceは、Cisco Expresswayのモバイルおよびリモートアクセス（MRA）を介
して接続するクライアントへのXMPPストリーム機能/サービス（mdm:1、push:3など）のアド
バタイズメントをサポートします。

新しい設計は、混合バージョンの IM and Presenceクラスタで構成される展開をサポートしま
す。たとえば、一部の IM and Presenceクラスタは 11.5(1) SU7を実行し、一部のクラスタは
11.5(1)SU9にアップグレードされます。これにより、クライアントは、エンドユーザーが割り
当てられている IMandPresenceサーバーのバージョンから、サポートされている、または有効
になっているストリーム機能の正しいリストを常に取得できます。
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このメカニズムを機能させるには、最小限の展開要件として、Cisco Expresswayが X12.7より
古くないバージョンで動作しており、少なくとも 1つの IM and Presenceクラスタがバージョン
11.5(1) SU9以降で動作している必要があります。
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第 4 章

特記事項

•機能とサービス（23ページ）
•相互運用性（24ページ）
• IM and Presence Service（26ページ）
•その他（27ページ）

機能とサービス

メディア検出では、選択的録音を使用した相談コールの録音は行われ

ません。

選択的な録音が設定されている場合、Media Senseサーバでは転送中のコンサルトコールは録
音されません。たとえば、エージェントと顧客間のコールが録音中であり、エージェントが次

のエージェントにコールの転送を開始した場合、コールが転送される前にこの別のエージェン

ト間で発生するコンサルトコールは録音されません。

コンサルトコールが必ず録音されるようにするには、エージェントはコンサルトコールの開始

時に[録音（Record）]ソフトキーを押す必要があります。

OVA要件およびユーザキャパシティ
導入のサイジングを行う際は、OVA要件を考慮して、以下のガイドラインに従ってください。

•マルチクラスタ環境では、最小限のOVAを 15,000ユーザに導入することを推奨します。

•常設チャットの展開には、少なくとも15,000ユーザ OVAを導入することを推奨します。

•中央集中型の導入の場合は、最小 OVA 25,000ユーザが推奨されます。
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Multiple Device Messagingを有効にする場合は、各ユーザが複数の Jabberクライアントを持つ
可能性があるため、ユーザ数ではなくクライアント数に応じた展開にします。たとえば、ユー

ザ数が 25,000人で、各ユーザが 2台の Jabberクライアントを保持している場合、導入環境に
は 5万ユーザのキャパシティが必要となります。

（注）

SDLリスニングポートの更新には、すべてのノードでCTIManagerを再
起動する必要がある

SDLリスニングポートサービスパラメータの設定を編集する場合、サービスが実行されてい
るすべてのクラスタノードでCiscoCTIManagerサービスを再起動する必要があります。現在、
ヘルプテキストにはサービスを再起動するように指示されていますが、サービスが実行されて

いるすべてのノードでサービスを再起動する必要があるとは指示されていません。CiscoUnified
CMの管理インターフェイスから、このサービスパラメータにアクセスするには、システム >
サービスパラメータに進み、Cisco CTIManagerをサービスとして選択し、[詳細(Advanced)]を
クリックして CTIManagerサービスパラメータの完全なリストを表示します。

このアップデートは CSCvp56764の一部です。

相互運用性

Unified CMノードへの AXLリクエスト
スケジュール用に Cisco TelePresence Management Suite（TMS）を実行している場合は、それ
を追加したノードで、エンドポイント情報を取得するために複数のAXLクエリを送信します。
TMSが生成する負荷のため、AXLを使用する他のアプリケーション（CiscoEmergencyResponder
または Cisco Unified Attendant Consoleなど）を設定して、これらのノードに AXL要求を送信
することを推奨します。

Cisco Unified Attendant Consoleサポート
この情報は CSCva12833に適用されます。

Cisco Unified Attendant Consoleリリース 11.x以前は、Cisco Unified Communications Managerリ
リース 11.5(1)と互換性がありません。Cisco Unified Attendant Console Advancedをインストール
するか、リリース 11.0(1)にアップグレードする必要があります。

新しい Ciscoゲートウェイのサポート
UnifiedCommunicationsManagerの新しいリリースでは、次のシスコゲートウェイのサポートが
導入されています。
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• Cisco VG400アナログ音声ゲートウェイ

• Cisco VG420アナログ音声ゲートウェイ

• Cisco VG450アナログ音声ゲートウェイ

• Cisco 4461サービス統合型ルータ

次の表に、サポートが導入されたゲートウェイモデルと、リリースカテゴリ別の最初のリリー

スを示します。各リリースカテゴリ（たとえば、11.5(x)、12.5(x)）内では、ゲートウェイモデ
ルのサポートは、そのカテゴリの後のリリースとともに、指定されたリリースとともに追加さ

れます。これらのリリースでは、Cisco Unified Communications Managerの [ゲートウェイの設
定（Gateway Configuration）]ウィンドウでゲートウェイを選択できます。

表 11 :リリースカテゴリ別の最初のリリースを使用する Ciscoゲートウェイ

14(x)リリース12.5（x）リリース11.5(x)リリースゲートウェイモデル

14以降12.5(1)以降11.5(1)以降Cisco VG 202、202
XM、204、204 XM、
310、320、350アナロ
グ音声ゲートウェイ

14以降12.5(1)以降11.5（1）SU7以降Cisco VG400アナログ
音声ゲートウェイ

14SU1以降12.5(1)SU4以降サポート対象外Cisco VG420アナログ
音声ゲートウェイ

14以降12.5(1)以降11.5（1）SU6以降Cisco VG450アナログ
音声ゲートウェイ

14以降12.5(1)以降11.5(1)以降Cisco 4321、4331
4351、4431、4451サー
ビス統合型ルータ

14以降12.5(1)以降11.5（1）SU6以降Cisco 4461サービス統
合型ルータ

14以降12.5(1)SU4以降—Cisco Catalyst 8300シ
リーズエッジプラット

フォーム

Ciscoアナログ電話アダプタ

Ciscoアナログ電話アダプタは、アナログ電話機、またはファックスなどのアナログデバイス
をネットワークに接続します。これらのデバイスは、[電話の設定（Phone Configuration）]
ウィンドウを使用して設定できます。次の表では、ATAシリーズのモデルサポートを取り上
げています。
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表 12 : Ciscoアナログ電話アダプタ

14(x)リリース12.5（x）リリース11.5(x)リリースATAアダプタ

14以降12.5(1)以降11.5(1)以降Cisco ATA 190アナロ
グ電話アダプタ

14以降12.5(1)以降11.5(1)SU4以降Cisco ATA 191アナロ
グ電話アダプタ

SAML SSO展開での Tomcat証明書の再生成
SAML SSO展開内で Tomcat証明書を再生成する場合は、Unified Communications Managerで新
しいメタデータファイルを生成し、そのメタデータファイルを IdPにアップロードする必要も
あります。

IM and Presence Service

Cisco Unified Presence 8.6でサポートされていないクラスタ間ピアリン
グ

Cisco Unified Presence 8.6は、Unified IM and Presence Service 11.xのクラスタ間ピアとしてはサ
ポートされていません。サポートされているクラスタ間ピア設定については、Cisco Unified
CommunicationsManagerと IM and Presence Serviceの互換性マトリックスを参照してください。

IM and Presence Serviceノードの使用不可後に高可用性をリセットす
る

このドキュメントの更新については、CSCuz86028を参照してください。

ノードの再起動やノードネットワークの停止などによって発生した IM and Presenceサービス
ノードの停止中に、これにより高可用性フェールオーバーが発生した場合は、フォールバック

の発生後に高可用性（HA）をリセットするようにしてください。

これを行うには、まずHAを無効にしてから、Unified CommunicationsManagerのプレゼンス冗
長性グループの設定ウィンドウで HAを有効にします。

IM and Presenceサブスクライバノードの再起動
UCSサーバのクラッシュで発生する可能性がある Ciscoユニファイドコミュニケーションマ
ネージャおよび IM and Presence Serviceパブリッシャノードが両方とも使用できない場合は、
サブスクライバノードが回復しない可能性があるため、IMandPresenceServiceサブスクライバ
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ノードを再起動しないでください。Jabberユーザがログインできない可能性があり、それによ
り、IM and Presenceクラスタを再構築する必要が生じる場合があります。

IM and Presenceサブスクライバノードを再起動する前に、Ciscoユニファイドコミュニケー
ションマネージャIMおよびプレゼンスサービスパブリッシャノードが稼働していることを確
認してください。

その他

88xx SIP電話への帯域幅割り当て
SIPプロトコルを使用して 88xx電話機を導入する場合は、これらの電話機が Unified
Communications Managerに登録する際に推奨される 32 kbpsよりも多くの帯域幅を使用するこ
とに注意してください。APIC EMコントローラで QoS帯域幅の割り当てを設定するときは、
登録に際してのこの高い帯域幅の要件を必ず考慮してください。

Dialed Number Analyzerはシングルサインオンをサポートしていない
UnifiedCommunicationsManagerにサービス機能としてインストールされたDialedNumberAnalyzer
（DNA）はシングルサインオン（SSO）をサポートしていません。非SSOモードを使用して、
アプリケーションにログインします。非 SSOモードを使用してログインした後は、SSOログ
インせずに Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャ Administrationにアクセスでき
ます。

DNAにアクセスするには、ブラウザで次の URLを入力します。

https://<cm-machine>/dna、ここでこの <cm-machine>には、DialedNumberAnalyzerをインストー
ルするノード名または IPアドレスを指定します。

ルートフィルタとコールのルーティング

コールルーティングを設定するときは、1つのルートフィルターを多数のコールのルーティン
グに割り当てないようにします。ルートフィルタを使用するすべてのコールのルーティングの

コールルーティングを更新するために必要な追加のシステム処理が原因で、数百の関連する

コールのルーティングがあるルートフィルタを編集すると、システムコアが発生する可能性が

あります。発生しないようにするには、重複するルートフィルタを作成します。詳細について

は、CSCup04938を参照してください。

Unified CM更新アップグレードでブルースクリーンが表示される
特定の宛先リリースへの Unified Communications Managerの更新アップグレードで問題が発生
しています。タイムゾーンデータが入力されると、30分以上の青色の移行画面が表示されるこ
とがあります。
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この青い画面が表示された場合は、アップグレードを停止しないでください。そうしないと、

カーネルパニックが発生します。青色の画面が表示されている間も、アップグレードは継続し

て実行されます。青の画面は約30分後に自動的にクリアされます。

影響を受けるアップグレードのバージョン

この問題は、宛先バージョンが次の表の範囲内にある場合に、ユニファイドコミュニケーショ

ンマネージャの更新アップグレードに影響を及ぼします。この範囲には、範囲内に配置される

SUとESのバージョンが含まれます。この問題は、範囲内にない古いバージョンまたは新しい
バージョンへのアップグレード、または IM andプレゼンスサービスのアップグレードには発
生しません。

表 13 :ブルースクリーンリフレッシュアップグレードの問題の影響を受ける「To」バージョン

影響を受けるアップグレードの宛先範囲リリースカテゴリ

10.5.2.21170-1: 10.5.2.22188-1 (10.5 (2) SU9を含む)10.5(x)

11.5.1.16099: 11.5.1.17118-1 (11.5 (1) SU6を含む)11.5(x)

12.0.1.23036-1: 12.0.1.24053-1 (12.0 (1) SU3を含む)12.0(x)

12.5.1.11001-1: 12.5.1.12018-1 (12.5 (1) SU1を含む)12.5(x)

詳細については、CSCvs28202を参照してください。
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特記事項

Unified CM更新アップグレードでブルースクリーンが表示される

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs28202


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


